
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
入院患者さんの中には、熟達者な患者さんが多く、毎月たくさ 

んの素敵な作品が出来上がっています。今月は、精神科作業療法 

を代表して、ある書道の作品をご紹介致します。 

『自主自立』という言葉は、作者が中学時代にお父様から教え 

てもらった思い出の言葉だそうで、「今考えると『自ら決定をし、 

行動に移し、自力でやり抜く＝ひとり立ちをする』という父から 

のメッセージだったのではないか」と話されていました。師範の 

資格も取得されており、院内の芸術祭においてもその達筆さに職 

員一同感嘆の声が漏れました。書道や塗り絵、手芸等の物作りは 

集中力を高める他、達成感や自信の回復に効果があるとされてい 

ます。今後も物作りを通して、たくさんの出来た！楽しい！嬉し 

い！を感じることが出来るようなお手伝いをしていきたいと思います。 
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『真夏の夜の夢』障子紙作品Ｎｏ４ 

 

当院の外来には、入院患者さんやデイケア通所者さんの作品

を展示しているコーナーがあります。月毎にテーマを決めて、

職員も一緒になり作品を作成しております。本当は、和紙を使

ったものにしたかったのですが、材料費が高額なため、代用品

として障子紙を使用した作品となりました。水面に移った花火

が、うまく表現できていると思いませんか？ デイケア自慢の

作品です。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今年も春はあっという間に過ぎ、暑い夏がやってきました。 

病院の周りではツバメが飛びかい、巣を作る場所を探しているようです。 

ツバメが巣を作る家には福が来る、とも言いますが当院では糞害を被ることもあり施設管理

グループが日々ビニールの覆いを張ったりと静かな戦いを繰り広げています。今年はどうなる

のでしょうか？ 

 

 
  

 
精神療養病棟では2か月に1回、入院患者さ

んが日中をデイケアで過ごす練習として『デイ

ケア体験』を行っています。前月に計画を立て

て、当日には午前中に昼食準備、午後からは様々

な活動を実施しています。 

5 月はうどんやその他副菜を参加者それぞれ

手分けして調理し、美味しいごはんに舌鼓を打

ちました。午後からはwith コロナ時代に向けて

『コロナ対策』の再確認をしました。参加され

た方からは「エンジョイ出来た」「有意義な1日

だった」との声が聞かれ、スタッフとしても普

段の生活では見ることのできない患者さんの意

外な特技や、普段とは違った表情を見ることの

できる機会になりました。 

 

 
 

ゲートボール大会を敷地内のグラウンドにて実施いたしま 

した。当日は少し暑さを感じられるほどに天気もよく、それ 

に呼応するように患者さん方も生き生きとした様子でゲート 

ボールに取り組んでおられました。 

二人一組のペアで行い、患者さん方も相談をして作戦を立 

てたり各々声かけを行ったりと、ソロで行っていた頃とはま 

た異なる交流の様子を見ることができました。 

 

制限が多い中、少し

でも楽しめるもの

を考えています 

毎週木曜日に、市内の「うえだ内科 循

環器クリニック」の上田亨先生に来て頂

き、入院患者さんの診察や外来患者さんの

検査データの所見等をお願いしておりま

す。看護スタッフからは、主治医からのコ

ンサルトに対しての記事が、大変丁寧で、

わかりやすく、勉強になるとの事です。 


